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EU再生可能
エネルギー指
令　(RED)

再エネの推進
とエネルギー
生産による排
出量削減に
関するEUの
主な法制

ドイツが再エネFITを
初めて導入する

未来のためのエネルギー：
再生可能なエネルギー源：
EUの指標となる目標は、
2010年までに再エネ12%

運輸部門のバイオ燃料と再
生可能燃料に関する指令：バ
イオ燃料の国別目標

初の大規模洋上風力発
電所（デンマーク）

再生可能資源による
エネルギー生産に関
する指令：国別目標

再生可能エネルギー指令
：EU目標 2020年までに再エ
ネ20%、国別の義務的目標

洋上風力が石炭、ガス、
原発より安価になる

オルメディージャ太陽光発電
パーク（スペイン）ー世界最
大（60MW）の発電所、発電
量年間4万世帯分

EUの風力・太陽光によ
るエネルギー生産量が
石炭火力を初めて超え
る

改正再生可能エネルギー指令：
欧州議会が2030年目標を40%に
引き上げ提案

改正再生可能エネルギー指令
：2030年までに再エネ32%



EUではどの程度の「再生可能」エネルギーが森林由来か？

EU総エネルギー消費量 
(2016)

再生可能エネルギー
ミックス

バイオエネルギー
ミックス

これは良いこと?

EU Natura 2000の
森林の状況

森林と気候が大
切なのであれ
ば、良くないこ
と！



木質バイオマスの燃焼をEU一ヵ国だとしたら？

この燃焼は、EU-REDでは「ゼ
ロ」とみなされている！



欧州委員会はREDの根本的な問題を解決するための提案をす
るのか？

• いくつかのタイプの森林バイオマスの利用を認めない
(ベニヤ、丸太、切り株、根)

• 2027年以降、発電のみの設備への補助金なし
• バイオマス利用のカスケード原則
• 一次林の保護
• 基準を適用する対象の下限を20MWから5MWに引き下げ

これらの基準はいずれも、REDの根本的な物理的欠陥を包
括的に解決するものではない。気候危機を回避するための
時間スケールでは、木を燃やすことは石炭を燃やすことより
も悪い。



etc
…



ポルトガル: Gestamp Biomass plant, Fundão



スペイン：Greenalia biomass plant, La 
Coruña



フランス: Biosyl pellet plant, Cosne-Cours-sur-Loire



ベルギー: Ecopower pellet plant, Ham (出典：同社の動画より)



オランダ: ペレットとバイオマス工場, フェンラユ（Venray）



オーストリア: バイオマス工場, リンツ



ハンガリー: 発電所, ペーチュ (出典：google earth)



エストニア: Graanul Invest pellet plant



スロバキア: バイオマス工場, バルデヨフ



スロバキア: バイオマス工場, トポリュチャニ



ルーマニア: ペレット工場, カルパティア

ルーマニアの「再生可能」エ
ネルギーの3分の2は
木を燃やして得ている



ルーマニア: 保護区内での伐採 (72時間以内)



点の数字は、それぞれ
がルーマニアの個別の
伐採現場を表す。最大
12台のトラックで運搬さ
れる（約2万〜3万台のト
ラック）。

どのくらいの期間で行
われたものだと思い
ますか？

a) 6年間
b) 3年間
c) 3日
d) 9ヵ月間

Answer: c) Logging trucks on road (b/n 20,000 and 30,000 trucks) from 9am Tuesday 2nd - 9am Friday 5th March 2021



ジョイント・リサーチ・センターの最新の研究では何と述べている
か?

• 森林バイオマスを調達する24シナリオのうち、生物多様性を損
なうことなく、化石燃料と比較して短期的に排出量削減に役立
つ可能性があるのは、1シナリオだけ（その場合でも、最大20
年間は排出量が悪化する可能性がある）。

• 木を燃やすと350〜380MtCO2eを排出（EU10カ国の合計排
出量よりも多い）。

• EUでは約1億2000万トンの木材が「原産地不明」で、エネル
ギー部門に起因する可能性があるとされる。これを「レッドフ
ラッグ」の懸念事項として提起された。

しかし、バイオマス業界では、この報告書を森林バイオマスを燃
やすためのグリーンスタンプとして歓迎されている。





130以上のNGOsと
250,000人を超える個人が



EU-REDにおいて
「再生可能」エネルギーと

して



森林を燃やすことに反対
するプラットフォームに参

加した



日本のFIT制度への提言

• どうやって燃やすかではなく、何を燃やすかが重要です。

• どんなインセンティブ制度であっても、森林バイオマスを含める
ことは、気候と生物多様性の危機を悪化させます。

• 気候目標を達成するためには、森林を保護し、その吸収源を
大幅に増やす必要があります。

• 森林バイオマスを燃料として利用することを「当てにする」企業
や産業は、金融、評判、そして気候に関するリスクをますます
負うことになるでしょう。

気候危機から逃れるために燃やすことはできない



THANK YOU


